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ボ
ル
ネ
オ
で
考
え
た
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本

最融
一
時
の
中
国
プ
l
ム
が
鎮
ま
り
か
け
る
と、

東南

“
ア
ジ
ア
に
た
い
す
る
関
心
が
に
わ
か
に
高
ま
っ
て
き

た
よ
う
だ。
今
日、
東
南
ア
ジ
ア
は、
一
寸
し
た
ブ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る。
日
本
人
に
と
っ
て、
も
っ
と
も

エ
モ
I
シ
ョ
ナ
ル
在
感
興
を
呼
び
お
こ
す
中
国へ
の

期
待
や
惑
し
き
郷
愁
が
思い
ど
お
り
に
な
ら
まい
と

と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
か。
東
南
ア
ジ

ア
が
今
日
の
よ
う
に
脚
光
を
浴
び
て
い
る
状
況
は、

い
ま
流
行
の
雷
葉
で
表
現
す
れ
ば、
ま
さ
に
「
南
進

の
論
理」
そ
の
ま
ま
の
よ
う
で
あ
る。
だ
が、
こ
の

よ
う
な
プ
I
ム
ほ
ど、
危
な
か
し
い
も
の
は
な
い。

中
国
プ
l
ム
に
し
て
も、
過
般
の
プ
I
ム
の
な
か

で、
日
本
人
の
中
国
認
識
が
改
め
て
深
ま
っ
た
か
ど

う
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う。
日
中
国
交
が
実
現
す
れ

ば、
日
中
間
の
懸
案
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
解
決
し
て、

( 、． 

すべ
て
が
順
調
に
推
移
し、
中
国
旅
行
も
簡
単
に
O

K
だ、
と
考
え
る
方
が
浅
は
か
な
の
で
あ
っ
て、
今

日
の
中
国
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
て
も
無
理

で
あ
る
と
と
は
当
初
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
な
の

に、
無
理
が
有
理
で
あ
る
よ
う
な
ム
ー
ド
が
つ
い
高

ま
っ
て
し
ま
っ
た。
そ
れ
に
く
らべ
る
と、
東
南
ア

ジ
ア
の
場
合
に
は、
中
国
プ
l
ム
の
よ
う
な
激
発
は

な
い
が、
旅
行
も
自
由
に
で
き
る
う
え
に、
工
業
化

社会
の
ス
ト
レ
ス
や
倦
怠
を
癒
や
し
て
く
れ，る
だ
け

の
素
朴
な
牧
歌
性
や
ロ
マ
シ
チ
シ
ズ
ム
に
も
充
ち
て

い
る
し、
第一
、
ア
ジ
ア
の
現
実
の
な
か
に
は
欧
米

諸
国
に
は
な
い
，
篇
き’
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る

の
だ
か
ら、
静
か
な
プ
I
ム
が
起っ
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い。

外
交
的
に
は
ま
っ
た
く
願
位
が
逆
転
し
て
い
た
け

中

向島

雄

嶺

れ
ど
も、
田
中
首
相
が
米・
中・
ソ
三
大
国
訪
問
の

あ
と
A
S
E
A
N
五
カ
国
を
歴
訪
し
た
と
と
も、
中

国
の
次
は

東南
ア
ジ
ア
だ、
と
い
う
感
じ
を
抱
か
せ

た
で
あ
ろ
う。
そ
の
よ
う
な
田
中
首
相
の
ア
ジ
ア
訪

問
に
た
い
し
て、
タ
イ
と
イ
シ
ド
ネ
シ
ア
で
激
し
い

反
日
デ
モ
が
沸
き
あ
が
り、
と
く
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
予
想
を
上
ま
わ
る
暴
動
に
ま
で
発
展
し
た
こ
と

は、
い
や
が
う
え
で
も
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
を
高

ま
ら
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た。
小
野
田
さ
ん
が
ル

バ
シ
グ
島
か
ら
劇
的
な
生
還
を
達
成
し
た
と
と
も、

ア
ジ
ア
へ
の
関
心
を
倍
加
さ
せ
た
で
あ
ろ
う。

だ
が、
こ
の
よ
う
な
出
来
事
の
連
続
の
な
か
に
あ

っ
て、
日
中
国
交
の
時
期
に
は、
す
で
に
ア
ジ
ア
各

国
に、
「
東
京
日
北
京
擢
軸」
形
成へ
の
瞥
戒
と
反

発
が
潜
在
し
て
い
た
こ
と、
イ
シ
ド
ネ
シ
ア
の
反
日 ・00
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暴動の
背景には、
スハルト政権下における7

9・ムルトポ前大統

領特別補佐官と軍のスミ

トロ将軍との激しい権力闘争が存在していた

とと、
小野田さんプlムをまきおこしたフィ

pピシについては、
その
公用語がタガログ語

であることなどは、
ほとんど知られてい
な

い。・
そんなわけだから、
東南アジア諸国と中固

との関係などになると、
きわめて窓意的なイ

メージしかない．のである。’しかも、‘
わがマス

コミは、
「中国外交はアジアをバックに」
な

どとしきりに報ずるし、
中間も「第三世
界」

とか「被圧迫民族の側に立って」
とか主張し

て超大国の論理を拒否するのだと声高に唱え

るために、
今，目、
東南アジア諸国の大部分が

中固と友好的に外
ホ自係をもっているとつい

考えがちである。
事実は、
ASEAN五カ国

（タイ、
シシガポlル、
マレイシア、
イシド

ネシア、
フィ9ピシ〉
をとった場合、
中国と

現に外
交関係をもっている国は皆無であり、

イシ
ドネシアのみが中固と国交をもっていた

が、
それも九・三O事件以来、
外交断絶のま

まである。一
方、
ζれら諸国は、
フィ9ピy

をのぞき、
y速や東欧諸国とはすでに外
交関

係をもっており、
フィ9ピシも昨年モシゴル

とさえ国交を樹立している。
今日、
マユラに

は『プラウダ』
とタス通信が支局を開設して

いる。
米中接近や日中国交があったというの

に、
乙れら諸国と中国との関係がはかぽかし

く進捗しないのは、
私がすでに多くの機会に

指摘しているように、
まさに中国と東南アジ

ア諸国との関係乙そ、
近くて速い複雑な歴史

的、
民族的、
社会的
背景をもっているからで

あり、
「中国の影」
が拡がれば拡がるほど、

「中国問題」
は、
たとえば華
僑問題一つをと

ってみても、
とれら諸国の国民形成の課題と

もろに結びついた，国内
問題d
になってしま

うからである。
ASEAN諸国を含む東南ア

ジアの十λカ国をとってみて，も、
中国と現に

外
交関係をもって北京と相手国の双方に正式

な大使が
交換されている国は、
ネパ1ル、
ス

9ヲシカ、
ピルマの＝一カ国にしかすぎない。

干いま、
私が例にとった乙とは、
どちらかと

いうと、
国
際関係という自につきゃすい次元

の問題だがベ
モ九でさえ、一
般には十分に認

識されていない。・つい先日、
シシガポールで

東南アジアの国
際関係にかんするシシポジウ

ムがあったとき、
日本を代表して出席したあ

る知名の国際政治
学者は、
レセプショシの席

上、
シシガポlルは中固といっ国交を樹立し

たのか、
と
質問して、
失笑と聾廷を買ったこ

とを私は知っているが、
人口の八十数バlセ

シトが中国人である
華人
社会のシシガポール

が、
いまシシガポ197yとしての国民形成

の途上にあって、
やがて来るべき中固との国

交問題にいかに対処しようとするかが謀題で

あるところで、
このような質問が日本の国際

政治
蛍者から出る
始末なのである。
どうも私

たちは、
ゃれ米中接近だ、
ゃれベトナム和平

だ、
ゃれ中国の国連加盟だ、
日中国交だとい

ったグローバルなレベルからするアジア
認践

にとらわれすぎていて、
アジアをローカルな

レベルに・おいて9アルに見る視点を欠いてお

り、
アジア各国がいかに多様で、
いかに複雑

な地域環境にあるかを無視しがちである。

そうしたなかで、
アジアの反日輸が高まっ

ているために、
他方では、
乙の反日論につい

てもきわめて画一
的かつイデオロギー的にな

がめてしまう傾向があるように恩われる。
そ

して、
最近の特徴の一つは、
アジアの反日論

を強調するあまり、
アジア諸国が今日、
日本

にたいして正当に期待している日本のアジア
nヨ



諸国への寄与と貢献、
つまり日本の果たすべ

き役割を全面否定するかのよう念アジア
認臓

が目立つ乙とである。
もと
より、
私は、
今日

のアジアにたいする日本のかかわり方訴、
そ

のまま肯定さるべきものとは決して
恩わムな

い。

経済大国の論理をふりまわす日本が、
ア

ジアにおいてすでにP融
意d
のなかにあるこ

と、
そして、
そのような日本を真剣に考え直

す必要があることについてはすでに数年前、

－
九六九J七一
年の私の
香港での研究生活の

時期にも、
いぐたびかそれを指摘してきた

〈たとえば拙稿「アメpカの撤退とふ敵意’

に固まれた大国日本」、
拙著『中閣をみつめ

て』、
文磁春秩刊、
所収）。
だが一
方、
国民形

成と経
済開発という共通の課題を共有するア

ジア．各国に直面している日本の役割にたいし

て、
狭い観念的な，・自己否定d
の論理をふり

かざす最近の一
部の傾向的なアジア観は、
結

局、
思いあがった一
種の自己満足にしかすぎ

ないように思う。
いずれにせよ、
私たちはい

まや、
ギプ・7yv・テイクの尺・度
のなか

で、
その割合をどう配分するかといった観点

を乗りとえねぽならない時期にきているとい

えよう。

. . 
． 
1・

では、
そのためには、
どのよ
う怠方向が可

能であろうか。
経
済援助や衣術援助の量とか

質の問題、
アジ7諸国とのヨミュエタIショ

シ・ギャアプの
問題、
日本人のマ
ナーの
問

題、
留学生の受入れ体制の問題、
等々
、
多く

の問題を指摘するととはでき、
それらの問題

についての改普をすみやかに実行すべきとと

はもち．ろんだが、
これらの問題を改普したか

らといって、
アジア諸国との断絶が
早急に埋

められるものとは思われない。
さしあたり私

は、
ととでまずなによりも、
アジアのローカ

ルなレベルの
諸問題についての私たちの
認醸

の欠如を指摘したい。

ととろで私自身、
乙の三月の春休みに、
東

南アジア諸国をまわってきたぽかりである。

前回の
東南アジア訪問は、
日中国交にたいす

るアジア諸国の反応を知るために出かけた一

九七二年秋であり、’その前はイシドシナ情勢

がもっとも緊迫していた一
九七O年五月であ

ったが、一
年半のブラシクののちの今回の旅

行は、
「国
際環境の基礎的研究」
を共通テー

マとした
海外

学術調査の一
環としての
調査旅

行としてのものであった。
今回は、
かねてか

らの照案であったボルネオ（東マレーシア）

のサラワク州、
サパ州へも足をのぼしたが、

それは、
マレ1人と中国人の
受口構造をもっ

マレイシアにおいて、
華僑の
社会的存在が中

国を蹴る今日のような国
際環境の変化のなか

でどのよラ在意味をもつかを知るためであっ

た。
そ札らの調査結果については、
いずれ別

の機会にゆずらねばならないが、
第二次大戦

中仕日本の占領下にあったこの地も、一
九六

三年に英領を脱して以来、
マレイシア連邦の

一
州になっている。
だが、
との地を訪れた者

なら誰の眼にも明瞭なととに、
いたるところ

中国人が実に多い。
私がボルネオ第一の
都市

でサラワク州の首都でもあるクチシに措いた

目ほ、・ちょうど鳳山寺の広揮噂王のお祭り

で、
クチシの街中をあげてドヲや太鼓が鳴

りひびき、
竜の踊りや西遊記、
楊貴妃などの

定L山車が潮州公会とか福州公会とかの中国人の

同郷会や宗
親会どとにくりだされて大変な賑

わいであった。
タ闇迫るころは、
老若男女が

手に手に長〈太い線香をかかげて行列して街

を通りぬけていったが1・とのように、
ボルネ

オの地において
も中国文化は排他的に根強く

自己主張している。
かつてサマセフト・毛1

ムがとの地を
探訪して「作家の手帖』
の怠か

-20-
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に印象的に描いたサラワク河口に位置する港

市のクチyのみならず、
サラワクの主河ラジ

ヤシ河に沿ったボルネオ奥地のシプの街も、

街のなかは中国人街であり、
住民も中国人が

圧倒的に多い。
もとより、
とれら中国人がロ

ーカル経済の実梅を撞っている。
中国人は客

家、
福州人、
福建人1
潮州人の顕であるが、

とのよう念現実のなかに今日のマレイシアは

多民族複合国家としてあるのである。
因みに

一
九六六年の人口統計によれぽ1
サラワク州

の総人同八十六万のうちA
中国人が三十二、

七パ1セνト、
原地人であるイバン族（海ダ

ヤ族）
二十九・四パ1セシト吋
マレ1人一七

・九パ1セシト、
陸ダヤ挟八・ニバ1セシト

となっていて、
中国人が断然第一
位である。

サラワクで注目すべき最近の事件は、
とれま

でしばしば現地政府を悩ましていたサラワク

・ゲpラの一
聞が、
昨秋以来、
その91ダー

をはじめとして大量投降したととであった。

イシドネシア九・三O事件で潰滅したといわ

れたPKI（イシドネシア共産党）
の残存分

子がイシドネシア領ボルネオに潜んでいて、

その影響もあって根強かったといわれたサラ

ワク・ゲpラの投降の理由はまだ必ずしもは

／

 

っきりしていない。
だが、
これらのゲ97も

すべて中国人なのである。
ことにも、
アジア

に拡がる「中国の影」
がアジアのローカルな

現実においては、
いかなる除影をもっている

かが示しだされているといわねばならない。

私は、
クチシからこ十二キロ南ヘジャシグル

を入ったスグ村の陵ダヤ族が住む高床長屋も

探訪し、
かつては首狩り族だったダヤ族が

（それゆえに彼らは他部族の襲撃にそなえて

集団で竹製の高床の長屋Foa
F
S
に住

む）
今日、
文明の波に洗われて狩猟生活から

定着の焼畑農耕さらに陸稲の栽培にまでい，た

り、
男はクチシの工場に出稼ぎに行っている

者が多いことを知ったが、
クチンのサラワク

博物館付属イシフォメ1ショシ・センター陀

働く流暢で正確な
英語を話す美しい案内鑓は

陸ダヤ族だと自己紹介されて、
むしろととの

中国人の方がはるかに伝統的・守旧的である

ととを実感せざるを得・なかった。マレイシア

と一口にいっても、
乙のようなローカルな現

実がそとには活きているのである。

（東京外蹄大助教授。学聞講師）
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